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デートDVセミナー 

 

１ ねらい 

   中学２年生になり、交友関係が広がり異性や恋愛への興味が急速に高まる時期であり、学年内

でもそれらにまつわる会話が聞こえてくる現状にある。 

このようなタイミングでデート DV について学ぶことで、以下の「①暴力の定義を正しく理解

し、②対等な人間関係の在り方を知り、③対処方法と相談先を知る」ことを目的にセミナーを実

施する。 

 

① 暴力の定義を正しく理解する 

殴る・蹴るといった身体的暴力だけでなく、暴言、無視、スマホのチェック（束縛）、過度な

要求などが「暴力」にあたることを学び、加害者にも被害者にもならないための土台をつくる。 

② 対等な人間関係の在り方を知る 

相手を自分の思い通りにコントロールしようとするのではなく、お互いの意思を尊重し、対

等に話し合える関係が「健康な交際」であることを理解する。 

③ 対処方法と相談先を知る 

   自分や友人が当事者になったとき、一人で抱え込まずに信頼できる大人や専門機関に助けを

求めるスキルを身に付ける。 

 

２ 概要 

① 暴力の定義を正しく理解する 

    まず、５種類のDV・暴力について説明を聞いた。５種類の暴力とは、身体的暴力、精神的暴

力、性的暴力、経済的暴力、デジタル（社会的）暴力である。 

    次に、漫画やアニメ、歌謡曲の歌詞などでよく使用される「君さえいれば、何もいらない」

というフレーズを「言われたいか？」「言われてみたいか？」という問いかけについて考えた。

この言葉自体も「相手を束縛する言葉」になり、DVの可能性を秘めたものであるという講師の

言葉に、生徒たちは新鮮な反応を示し、身のまわりで当たり前のように使われている言葉も「暴

力性」をもち得ることに気付いた様子であった。 

生徒たちは今まで「暴力」について正確に学ぶ経験がなかったようであり、ワークシートな

どでは「暴力について知れてよかった」などの反応があった。 

 

暴力についての学習のようす 

 

   

 

② 対等な人間関係 

 対等な人間関係を構築する上で、①尊重（相手を自分の所有物ではなく、自分とは違う考え

や感情をもつ一人の人間として認めること）、②境界（「ここからは自分の領域、ここからは相

手の領域」という線引きがはっきりしていること）、③対話（嫌なことは「嫌だ」と言え、困っ

たときは話し合って解決策を探せる状態であること）、④自立（相手に寄りかかりすぎず、自分

の足で立っていること）、の４点が大切であり、これらに基づいたロールプレイングを行った。 



    まず、尊重のない会話を２パターン演じ、その後、尊重のある会話とはどのようなものか、

“I メッセージ”について学んだ。その“I メッセージ”をもとに、尊重のある会話を演じ、

対等な人間関係を構築するうえでの望ましいコミュニケーションについて学んだ。 

 

ロールプレイングのようす 

尊重がない会話（コーヒー編） 

 

尊重がない会話（デート編） 

 

尊重のある会話（デート編） 

 

 

③ 対処方法と相談先を知る 

 最後に、中学生としてDV被害にあった場合の対処方法、例えば、ひとりで抱えないことや、

信頼できる大人に相談することなどを知った。さらに、大人になっても社会には DV 被害者を

支えるしくみがあり、万が一被害にあった場合の相談機関などを知ることができた。 

 

生徒たちのワークシートから 

① セミナーを通して学んだこと 

  

 
 

  

 

② 今後どのようにしてまわりの人と接するか 

 

 

  



  
 

③ 感想 

 

 

 
 

  

 

３ 成果と今後の課題 

   今まで「暴力」について学ぶ場面はそう多くなかったものと考えられるので、今回のセミナー

を通して、デート DV に留まらず「暴力」というものについて学ぶことができたと考えられる。

また、男女共同参画社会について理解を深める中で、自分のまわりにいるすべての人と対等な関

係を築くことの大切さに気付くことができた。さらに、デート DV の被害者は女性の割合の方が

高いこともあり、女性の人権とデート DV とは結びつけて考えられることが多いが、男性が被害

者になることもあることを知るなど、今まで獲得してきた視野や考え方を、より広げることがで

きた。 

   今後の課題は、このセミナーを通して身に付けた知見を、実際の生活で活用できるかどうか、

また日々の生活の中で対等な人間関係を構築できるかどうかといった実践力に結び付けること

である。 
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生徒の質問に対してのトレピエからの回答 

 

  


